数学科学習指導案
日時　平成20年6月11日（水）6校時

場所　　　　　　　中学校　

対象　1年1組（男子17名、女子15名）

実習校指導教諭　
実習生　
1　単元名
文字を使った式の表し方
2　単元目標
 文字を用いて関係や法則を式に表現したり、式の意味を読み取ったりできるようにするとともに、文字を用いた式の計算ができるようにする。
①文字を用いることの意義を理解し、数量の関係や法則を式に表現したり、式の意味を読み取ったりすることができるようにする。
②文字を用いた式における乗法、除法の表し方を知り、式を簡潔に表現することができるようにする。
③簡単な1次式の加法と減法の計算や1次式と数の乗法・除法の計算ができるようにする。
3　指導計画
２章　文字と式(全13時間)
(1)　文字を使った式 (6時間)
①文字の使用……………………………………………………………(2時間)
②文字を使った式の表し方……………………………………………(2時間)  (本時1/2)

③代入と式の値…………………………………………………………(1時間)

④基本の問題……………………………………………………………(1時間)
(2)　文字式の計算(6時間)
①1次式の計算…………………………………………………………(4時間)
②文字を使った公式……………………………………………………(1時間)

③基本の問題……………………………………………………………(1時間)
(3)　章の問題(1時間)

4　生徒観
　正負の数に比べ、苦手意識を持つ生徒が増え始めるのが本単元｢文字と式｣である。大きな理由としては、そもそも何故文字を使うのか、または計算のルール等、導入で納得できなかったためにそのまま苦手意識を引きずるということが考えられる。このような意識を持たすことなく、納得できる導入を心がける必要がある。
本学級は男子17名、女子15名、計32名の仲良く、実にまとまったクラスである。数学に対する意識は概ね良好で、中間テストでの目標点数は全員が70点以上と、やる気に満ちている状態である。また、授業中の挙手や発言も多く、授業に対して非常に積極的かつ協力的である。ただ、単調な授業展開を取ると全体的にやる気が損なわれることもあるため、常に考え、発表させるような授業展開が望ましい。もちろん一方では、数学に苦手意識を持つ生徒も数名存在する。しかし前述の通り中間テストに向けて全員の意識は上向きである。よって、学習意識を低下させないために、楽しく、解りやすい授業を心がける。また、演習の早く終わった生徒に対しては｢挑戦問題｣を用意し、上位層も伸ばしていける授業展開としたい。
5　教材観
　学習指導要領では、第1学年の目標の一つとして、｢数を正の数と負の数まで拡張し、数の概念についての理解を深める。｣こと、｢文字を用いることの意義及び方程式の意味を理解するとともに、数量などの関係や法則を一般的にかつ簡潔に表現し、処理できるようにする。｣ことを挙げている。

｢文字と式｣の内容は、中学校数学の全領域の内容と深い関わりを持つとともに、それらの基礎をなすものとして重要な位置を占めている。小学校では言葉や記号を使って数量を表したり、式の意味を読み取る学習をしてきた。しかし、文字を用いた式の指導はされていない。よって、この章では生徒が初めて触れる文字の導入を丁寧に扱い、文字を用いることの意義を学習させたい。
　文字式のよさは、対象となる数量を簡潔・明瞭にしかも一般的に表現できる点にある。それによって数量を求めやすくなったり、文字式の構造を持つ他の量と比較することもできる。小学校で学んできた言葉や記号では、表現が冗長で何より一般的ではなくなってしまう。したがって、文字式は簡潔で明瞭な数学の言葉｢数学語｣であると捉え、指導したい。
6　指導観
本単元である｢文字と式｣では、計算の処理能力の育成に重点が置かれている。今後数学を学んでいく上での最低限のルールとして教え込まれることが多い。即ち、理解よりも技能が優先されがちな単元である。それ故、教え込むことで意味を理解していなくても｢やり方｣｢書き方｣さえ解れば点が取れてしまう単元でもある。しかしそれは本質的な｢理解｣とは言えない。｢解る｣のはもちろんのこと、それを自ら｢活用する｣ことができてこそ真の｢理解｣といえる。そして教師は生徒をそこへ導かなくてはならない。そこで本授業では、生徒ひとりひとりの気づきを大切にし、教師からではなくクラスメイトの意見から学べるような授業としたい。つまり、｢教え込む｣のではなく｢気づける｣学びを仕組むことが必要である。
7　評価基準
	観点
	概ね満足できる状況
	十分満足できる状況

	関心・意欲・態度
	文字を用いて数量を表すことに関心を持ち、色々な数量を文字を用いて表したり、文字を用いた式の意味を読み取ったりしようとする。
	文字を用いて考えることの必要性やよさに関心を持ち、文字を用いた式をつくり、事象を正確かつ能率的に処理しようとする。

	見方・考え方
	数量や関係を、文字を用いて一般的にかつ簡潔に表現したり、文字式の意味を読み取ったりすることを通して、事象を数理的に考察することができる。
	文字を用いて考えることの必要性やよさについて考えることができ、数の計算と関連付けたり、面積図を用いたりするなどして、文字式の計算方法を見出すことができる。

	表現・処理
	文字使用のきまりにしたがって、具体的数量を文字式に表すことができる。
	数量の関係や法則を、文字を用いて説明することができる。

	知識・理解
	数の代わりに文字を用いることで、数量や法則を一般的に表現できることを理解し、式から意味を読み取ることができる。
	文字使用のきまりによって、式の表現が簡潔になり、能率的に処理できることを理解している。


8　本時の学習

(１)　ねらい　
・文字使用のルールを理解し、説明することができる。
　・文字式の使用についての決まりを理解し、意欲的に問題に取り組む。
(２)　準備
教師：教科書、授業プリント、フラッシュカード
生徒：教科書、数学ファイル
(３)　展開
	段階
	学習活動
	学習内容
	指導上の留意点と評価

	準備

(5分)
	生徒は百ます計算に取り掛かる。
	○本日の学習プリントを配布する。

○名前を書くよう指示する。

○全員が名前を書き終わったのを確認し、裏面の百ます計算をやるよう指示する。(4分)
	乗り遅れている生徒がいないか確認する。

	導入

(10分)
	生徒は評価カードに本時のタイトルを書く。
生徒は静かに待つ。

※予想される生徒の反応

・100、×、x
・乗法は加法より先に計算するから。

・100×xで、ひとつの量を意味するから。
生徒はプリントに、理由も含めて記入する。
	○本時のタイトルを指示し、各自評価カードに記入させる。

●(板書)｢文字を使った式のルール｣

○前回の類題で復習する。

○周りと話し合うよう指示する。その際、話し合う上での注意事項も述べる。(1分)
○話し合った結果を挙手で募る。必ず理由も聴く。
●(板書)ルール①に書き込ませる。

○ルール①を全員で読む。


	任意の一人を選ぶ。
周りに迷惑をかけない、時間になったらすぐに前を向く、等。

良い意見が出れば、何が良いかを具体的に挙げながら評価する。
フラッシュカードで示す。
簡単な例題で確認する。
3×x、12×a、 100×z等

	展開

(25分)
	
生徒は問題を解く。



※予想される生徒の反応

・読みやすいから

・そういう決まりだから

・数字(文字)のほうが偉いから

生徒はプリントに、理由も含めて記入する。


生徒は問題を解く。


生徒は問題を解く。


生徒は問題に取り組む。

生徒は、書いた答えを消さずに隣に正当を書き込む。
	○答え合わせをする。
○両者の違いや、なぜ違う表現になったのか、意味は同じであるのか等、周りと話し合うよう指示する。(1分)
○話し合った結果を挙手で募る。必ず理由も聴く。
●(板書)ルール②に書き込ませる。

○ルール②を全員で読む。

○これが第2のルールであることを伝える。また、どちらも間違いではないことを伝える。
○答え合わせをする。
○カッコについて質問があれば、考えさせる時間をとる。

○答え合わせをする。その際、(4)、(5)、(6)に関しては、アルファベット順に並べることもあると説明する。

○文字のきまりにしたがって表すよう指示する。
○答え合わせをする。
●(板書)右の空欄に、｢１は省略する！｣と書きこむ。
	文字に戸惑っている生徒がいないか留意する。

話し合い時のルールも念のため確認する。

フラッシュカードで示す。
簡単な例題で確認する。

x×3、a×12、 z×100等
(3)のカッコに注意する。
時間があれば、カッコ必要派と不要派で議論させても面白い。

アルファベット順ではなくても、間違いではないことを強調する。

間違った答えを消さないよう注意喚起する。間違いではなく、知らなかっただけである。




	まとめ

(5分)
	
	○本時の確認をする。
○次時はもうひとつルールが追加されることを伝える。
	


(全45分)
(復習)　1冊100円のノートをx冊買った時の代金を、文字を使った式で表しなさい。


(式)　100×x　(円)





◎この式のある記号は、実はなくても意味が通じる。どの部分だろうか？





ルール①


文字の混じった乗法では、かけ算の記号×をはぶく！





つまり、100×x　は、100xと書ける！





なぜなら…乗法は加法より先に計算するので、(先に計算された)ひとつの量と考えるから。





問1　次の式を、文字のきまりにしたがって書きなさい。


(1)	5×y		(2)	a×b		(3)	a×b×c


＝5y　　　　　　　　＝ab　　　　　　　　　＝abc





それでは、この場合はどうだろう？


y×5=y5…??





どちらも正しいのか？間違いなのか？その理由も考えてみよう。





ルール②


文字と数の乗法では、数字を文字の前に書く！





つまり、y×5　なら、5yと書ける！





なぜなら…答えの書き方を統一するため。





問2　次の式を、文字のきまりにしたがって書きなさい。


(1)	x×3×y		(2)	a×x×2		(3) 	x×(－4)


　　　＝3xy                  ＝2ax                    ＝-4x





★確認問題★　次の式を、文字のきまりにしたがって表しなさい。


(1)　s×8			 (2)　2007×h			(3)　m×n


=8s                      =2007h                        =mn





(4)　k×(－5)×a		　(5)　y×z×x×100		(6) (－11)×w×r×g


  =－5ka                    =100yzx                        =－11wrg


(=－5ak)                   (＝100xyz)                      (=－11grw)





注意事項


例外①　a×1＝　1a　＝　a　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１は省略する！


例外②　(－1)×a＝　-1a　＝ -a 





▼� eq \o\ac(○,挑)�問題集▼


(1)　x×y			 (2)　(a－b)×5		(3)　a×x×2


   =xy                     =5(a-b)                =2ax





(4)　(a+b)×(c-d)		(5)　a×(b+c)×5		(6)　1＋3×x


   =(a+b)(c-d)             =5a(b+c)                 =1+3x





(7)  a×(－2)＋1		 (8)  x×(－1)＋y×1	(9)  b－0.1×a


   =-2a+1                  =-x+y                 =b-0.1a














